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情 報 公 開情 報 公 開

平平成成 1122 年年１１月月から

と

が

スス タタ －－ トト

開
か
れ
た
市
政
を
！

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
保
護
し
ま
す

情
報
公
開
制
度
は
、
市
が
持
っ
て
い
る
情
報
（
公
文
書
）
を
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
請
求
に
よ
り
公
開
す
る
制
度
で
す
。

一
方
、
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
個
人
情
報
の
収
集
、
保
管
、

利
用
を
適
切
に
取
り
扱
う
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

市
が
持
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
情
報
が
ど
の
よ
う
に

保
管
さ
れ
、
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
に

関
す
る
情
報
の
保
護
を
図
る
制
度
で
す
。

こ
の
両
制
度
は
、
平
成
12
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

情報を得るための手順

情報公開 個人情報

公　開・開　示

公 開 ・ 開 示 の 請 求
市の持っている情報を確認し、「請求書」を

情報公開室（市役所２階）に提出する。

公開・開示の決定
公開・非公開などの決定を

15日以内に行う。

通　　知
請求通り決定された場合は、その

日時と場所。非公開などの場合は、

その理由をお知らせします。

不服申し立て

公
開
の
請
求
が
で
き
る
方

◎

市
内
に
住
所
の
あ
る
方

◎

市
内
に
事
務
所
、
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
個
人
・
法
人
そ
の
他
の
団
体

◎

市
内
の
事
務
所
、
ま
た
は
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
方

◎

市
内
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
方

◎

市
が
行
う
事
務
や
事
業
に
利
害
関
係

が
あ
る
個
人
・
法
人
そ
の
他
の
団
体

対
象
と
な
る
情
報

平
成
12
年
１
月
１
日
以
降
に
、
市
の

職
員
が
職
務
で
作
成
し
、
ま
た
は
取
得

し
た
文
書
、
図
画
、
写
真
、
フ
ィ
ル
ム
、

磁
気
デ
ィ
ス
ク
な
ど
に
記
録
さ
れ
た
も

の
。

公
開
で
き
な
い
情
報

情
報
公
開
制
度
は
、
市
の
持
っ
て
い

る
情
報
を
原
則
と
し
て
公
開
す
る
も
の

で
す
が
、
次
に
該
当
す
る
情
報
は
非
公

開
と
な
り
ま
す
。

◎

個
人
に
関
す
る
情
報
で
、
特
定
の
個

人
が
見
分
け
ら
れ
る
も
の

◎

法
令
な
ど
の
定
め
に
よ
っ
て
公
開
で

き
な
い
情
報

◎

法
人
や
事
業
を
営
む
個
人
の
正
当
な

利
益
を
害
す
る
情
報

◎

人
の
生
命
な
ど
の
保
護
、
公
共
の
安

全
な
ど
に
支
障
を
及
ぼ
す
情
報

◎

市
の
内
部
、
ま
た
は
国
や
他
の
自
治

体
と
の
協
議
や
審
議
に
支
障
が
生
じ
る

情
報

◎

国
や
他
の
自
治
体
と
の
協
力
関
係
や

信
頼
関
係
を
損
な
う
情
報

◎

事
務
事
業
の
公
正
、
適
正
な
執
行
に

支
障
が
生
じ
る
情
報

公
開
請
求
の
手
続

情
報
の
公
開
請
求
は
、
情
報
公
開
室

（
市
役
所
２
階
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

「
請
求
書
」
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

公
開
・
非
公
開
の
決
定

情
報
の
公
開
を
す
る
か
し
な
い
か
の

決
定
は
、
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら
原
則

と
し
て
15
日
以
内
に
行
い
、
公
開
す
る

場
合
は
公
開
す
る
日
時
お
よ
び
場
所

を
、
公
開
で
き
な
い
場
合
は
そ
の
理
由

を
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

費
用
の
負
担

公
開
に
か
か
る
手
数
料
は
無
料
で

す
。
た
だ
し
、
写
し
の
作
成
（
コ
ピ
ー

１
枚
10
円
、カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
１
枚
100
円
）

や
郵
送
料
（
切
手
代
な
ど
）
に
つ
い
て

は
、請
求
し
た
方
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

不
服
申
立
て

公
開
請
求
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が

あ
る
場
合
は
、
不
服
申
立
て
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
不
服
申
立
て
が
あ
っ

た
と
き
は
、
学
識
経
験
者
で
組
織
す
る

「
敦
賀
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
」
に
諮
問
し
、
そ
の
答
申
を
も

と
に
不
服
申
立
て
を
認
め
る
か
ど
う
か

を
決
定
し
ま
す
。

情　
報　
公　
開　
制　
度　
っ　
て　
？　

＆

情
報
公
開
制
度
に
よ
っ
て
「
市
民
の
み
な
さ
ん
の
知
る
権
利
」
を
尊
重
し
、

「
情
報
の
公
開
を
請
求
す
る
権
利
」
を
保
障
す
る
こ
と
で
、
市
の
「
説
明
責
務
」

が
果
た
さ
れ
る
よ
う
に
し
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。
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情 報 公 開情 報 公 開

個
人
情
報
の
取
扱
い

市
が
個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う

た
め
に
、
次
の
４
項
目
を
設
け
て
い
ま

す
。

◎

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
市
の
事
務
を

登
録
簿
（
一
覧
表
）
に
登
録
し
、
だ
れ

で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

◎

個
人
情
報
を
収
集
す
る
と
き
は
、
取

り
扱
う
目
的
を
明
確
に
し
、
公
正
か
つ

適
正
な
手
段
で
、
原
則
と
し
て
本
人
か

ら
収
集
し
ま
す
。

◎

原
則
と
し
て
、
収
集
し
た
と
き
の
取

り
扱
う
目
的
以
外
に
個
人
情
報
を
利
用

し
た
り
、
他
へ
の
提
供
は
し
ま
せ
ん
。

◎

市
が
行
う
事
務
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
、
個
人
情
報
を
正
確
で
最
新
の

も
の
に
し
ま
す
。
ま
た
、
必
要
が
な
く

な
っ
た
個
人
情
報
は
速
や
か
に
廃
棄
ま

た
は
消
去
し
ま
す
。

開
示
な
ど
の
請
求
が
で
き
る
方

だ
れ
で
も
、
市
の
保
有
し
て
い
る
自

分
の
個
人
情
報
を
開
示
・
訂
正
・
削
除

な
ど
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
法
定
代
理
人
な
ど
が
本
人
に
代

わ
っ
て
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

請
求
者
の
本
人
確
認

請
求
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
運
転

免
許
証
や
旅
券
な
ど
で
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
個
人
情
報

市
が
持
っ
て
い
る
情
報
は
、
す
べ
て

対
象
に
な
り
ま
す
。

開
示
が
で
き
な
い
個
人
情
報

す
べ
て
開
示
す
る
こ
と
が
原
則
で
す

が
、
例
外
と
し
て
次
の
よ
う
な
個
人
情

報
は
本
人
に
も
開
示
で
き
ま
せ
ん
。

◎

請
求
者
以
外
の
個
人
情
報
が
含
ま
れ

て
い
る
情
報

◎

法
令
な
ど
の
定
め
に
よ
っ
て
開
示
で

き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報

◎

人
の
生
命
な
ど
の
保
護
、
公
共
の
安

全
な
ど
に
支
障
を
及
ぼ
す
個
人
情
報

◎

個
人
の
評
価
、
判
定
、
診
断
な
ど
に

関
す
る
個
人
情
報

◎

市
の
内
部
、
ま
た
は
国
や
他
の
自
治

体
と
の
協
議
や
審
議
に
支
障
が
生
じ
る

個
人
情
報

◎

国
や
他
の
自
治
体
と
の
協
力
関
係
や

信
頼
関
係
を
損
な
う
個
人
情
報

◎

事
務
事
業
の
公
正
、
適
正
な
執
行
に

支
障
が
生
じ
る
個
人
情
報

開
示
請
求
の
手
続
お
よ
び

開
示
・
非
開
示
の
決
定

情
報
公
開
制
度
の
「
公
開
・
非
公
開

の
決
定
」
と
同
じ
で
す
。

個
人
情
報
の
訂
正
・
削
除
・
中
止
　

開
示
さ
れ
た
個
人
情
報
に
誤
り
等
が

あ
る
場
合
に
は
、
訂
正
、
削
除
、
お
よ

び
中
止
の
請
求
が
で
き
ま
す
。

訂
正
な
ど
の
請
求
の
決
定

請
求
さ
れ
た
個
人
情
報
の
訂
正
な
ど

を
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
は
、
30
日
以

内
に
行
い
、
そ
の
後
訂
正
な
ど
を
行
い

ま
す
。
な
お
、
訂
正
な
ど
行
え
な
い
場

合
も
そ
の
理
由
を
通
知
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

個　
人　
情　
報　
保　
護　
制　
度　
っ　
て　
？　

費
用
の
負
担

情
報
公
開
制
度
と
同
じ
で
す
。

不
服
申
立
て

個
人
情
報
が
非
開
示
に
な
っ
た
場
合

や
、
訂
正
、
削
除
、
中
止
の
請
求
が
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
な
ど
、
決
定
に
不
服

が
あ
る
と
き
は
、
市
に
対
し
て
不
服
申

立
て
が
で
き
ま
す
。

不
服
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
学
識

経
験
者
で
組
織
す
る
「
敦
賀
市
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
」
に
諮
問

し
、
そ
の
答
申
を
も
と
に
不
服
申
立
て

を
認
め
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
ま
す
。

市長と語ろう「明日の敦賀」

「フリートーキング座談会」
１０月２６日、敦賀市女性ネットワーク

（代表　湯谷千里さん）の方々と身近な話題
を中心に気軽な座談会を行いました。

シンボルロードの「モニュメント」に説明

をつけて！

シンボルロードにアニメキャラクター像を設置いた

しましたが、説明書きがあった方が良いというご意見

をいただきました。

この彫像は、鉄道と船が行

き交い繁栄した往時の敦賀に

ちなみ、銀河鉄道９９９、宇

宙戦艦ヤマトに夢をかけて造

られました。

今後より一層親しまれる彫

像になるように、それぞれの

キャラクターの説明版（松本

零士さんのサイン入り）を来

年設置いたします。

近代建造物を後世に残してほしい！

市内には、赤レンガ倉庫、港の倉庫群、縄間検疫所、

旧室家住宅など昔から市民のみなさんに親しまれてき

た近代建造物が多く残されています。

歴史的景観を保存する上で貴重な近代遺産ですが、

個人の所有もあり、現在倉庫などとして使用されてい

ます。

今後、本市独自

のまちづくりを推

進していく中で、

これら建造物の活

用策を見い出せる

よう努めたいと考

えております。

敦賀市長　　河瀬　一治

詳しくは、総務部総務課

情報公開室（市役所２階）

まで、問い合せください。

1２２ー８１７８

フリートーキング座談会より

個
人
情
報
保
護
制
度
に
よ
っ
て
、「
個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
等
を
す
る
権
利
」

を
保
障
し
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
を
義
務
づ
け
、「
個
人
の
権
利
・
利

益
を
保
護
」
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
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１１月２２日（月）
１８時３０分～３５分は、
緊 急 告 知 放 送 の 機 能 試 験
を行います。

９９

Ｒ
Ｃ
Ｎ
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

有
線
テ
レ
ビ
）
９
チ
ャ
ン
ネ
ル

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
災
害
か
ら

守
る
た
め
「
敦
賀
市
地
域
防
災
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
10
年
３
月
改
訂
）

そ
の
中
で
、
豪
雨
・
豪
雪
・
洪
水
・
地
震
な
ど
の
「
自
然

災
害
」
や
「
火
災
」、
原
子
力
施
設
に
関
す
る
事
故
な
ど
「
原

子
力
災
害
」
お
よ
び
「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
公
害
」
に
関
す
る

情
報
を
、
み
な
さ
ん
に
い
ち
早
く
お
知
ら
せ
す
る
手
段
と
し

て
「
防
災
放
送
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

「
防
災
放
送
」
に
は
、

☆
　
災
害
時
の
情
報
を
文
字
で
お
知
ら
せ
す
る
「
情
報
提
供

放
送
」

☆
　
災
害
発
生
を
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
ブ
ザ
ー
や
文
字
盤
の
点
滅

で
お
知
ら
せ
す
る
「
緊
急
告
知
放
送
」

☆
　
啓
発
用
の
防
災
ビ
デ
オ
な
ど
を
放
映
す
る
「
防
災
啓
発

放
送
」

の
３
つ
の
放
送
が
あ
り
ま
す
。

※
　
た
だ
し
、
災
害
の
状
況
（
程
度
）
に
応
じ
て
そ
の
放
送

も
異
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
う
ち
の
「
緊
急
告
知
放
送
」
の
機
能
試
験

を
全
市
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
ブ
ザ

ー
を
鳴
ら
し
、
ラ
ン
プ
ま
た
は
、

表
示
を
点
滅
さ
せ
な
が
ら
、
９

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
機
能
試
験
中
で

あ
る
こ
と
を
文
字
と
音
声
で
放

送
し
ま
す
。

☆
　
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
操
作
方
法
な

ど
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｎ
（
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル

４
ch
）
で
、
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

11
月
16
日
C

〜
22
日
B

市民のみなさんのご協力をお願いします。

なお、機能試験終了後、防災ビデオを放映しますので、

ぜひご覧ください。

☆　1 1月2 2日Bの試験時間になっても、ホームターミ

ナルが作動しなかったり、ボタンを押してもブザーが

止まらなかったり、また、９ c h 映像や音声が出なか

った場合は、市民防災課まで至急ご連絡ください。

問 合 せ 　 市 民 防 災 課 1２２ー８１６６

◆　ブザーが鳴り、「緊急情報」の文字とチャン

ネル表示の数字「８８」が点滅します。

◆　ホームターミナル前面にある３つのボタンの

いずれかを押すとブザーおよびチャンネル表示

の点滅が停止します。

Ｂ型ターミナルの場合

◆　ブザーが鳴り、ＰＬランプが点滅します。

◆　ホームターミナル前面にある停止ボタンを押す

とブザーが停止します。

◆　ＰＬランプの点滅は、市役所の信号を停止した

段階で点灯に変わります。

Ｍ型ターミナル（有料契約：新型）の場合

◆　ブザーが鳴り、チャンネル表示の数字（直前に表示し

ていたチャンネル番号）が点滅します。

◆　ホームターミナル前面にあるボタンのいずれかを押す

とブザーおよびチャンネル表示の点滅が停止します。

緊急情報 8888

１１

Ａ型ターミナル（有料契約）の場合
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ふ
ん
害
を
な
く
し
　
住
み
よ
い
ま
ち
に

知
っ
て
お
き
た
い

犬
と
猫
の
特
徴

犬
の
場
合

■
誰
が
リ
ー
ダ
ー

犬
は
家
族
の
中
で
誰
が
リ
ー
ダ
ー

か
を
考
え
ま
す
。
そ
れ
が
自
分
で
あ

る
と
な
る
と
、
言
う
こ
と
を
き
か
な

く
な
り
、
し
つ
け
に
し
た
が
わ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

■
し
つ
け
は
生
後
３
か
月
ま
で
に

人
（
飼
い
主
な
ど
）
が
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
こ
と
を
教
え
、
他
の
人
や
犬

な
ど
に
接
し
た
り
さ
せ
る
こ
と
で
、

「
か
み
つ
く
」
や
「
ム
ダ
吠
え
」
な
ど

が
い
け
な
い
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を

教
え
ま
す
。

猫
の
場
合

■
家
の
中
だ
け
で
も
満
足
で
き
る

猫
は
、
家
の
中
だ
け
で
も
満
足
で

き
ま
す
。
外
に
出
さ
な
け
れ
ば
苦
情

も
な
く
、
事
故
や
病
気
を
移
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

■
ト
イ
レ
の
し
つ
け
は
簡
単

砂
や
新
聞
紙
な
ど
を
入
れ
た
箱

（
ト
レ
イ
、
木
箱
な
ど
）
を
用
意
し
、

そ
こ
で
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
清

潔
で
あ
れ
ば
そ
こ
で
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

犬
はし

つ
け
が
肝
心

犬
も
家
族
の
一
員
で
す
か
ら
愛
情
を
も
っ
て

接
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
飼
い
主
の
甘
や
か
し
や
間
違
っ
た

し
つ
け
の
せ
い
で
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
迷
惑

な
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
大
変
残
念
な
こ

と
で
す
。

正
し
く
し
つ
け
る
た
め
に
も
「
お
手
」
や

「
お
す
わ
リ
」
だ
け
で
は
な
く
、「
人
を
か
ま
な

い
」「
ム
ダ
吠
え
を
し
な
い
」「
ト
イ
レ
」
な
ど

基
本
を
教
え
込
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

q

登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
、
犬
鑑
札
と
注
射
済
票
を
首
輸
に
付
け
ま

し
ょ
う
。
犬
鑑
札
の
登
録
番
号
は
、
そ
の
犬

の
一
生
の
も
の
で
す
。

w

放
し
飼
い
に
せ
ず
、
つ
な
い
で
飼
い
、

朝
晩
30
分
程
度
の
運
動
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

犬
に
と
っ
て
運
動
は
不
可
欠
で
あ
り
、
飼
い

主
と
犬
に
と
っ
て
大
切
な
交
流
の
時
間
で
す
。

e

飼
え
な
く
な
っ
た
ら
捨
て
た
り
し
な
い

で
、
新
し
い
飼
い
主
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
や
む
を

得
ず
飼
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
保
健
所
に

届
け
て
く
だ
さ
い
。

r

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
正
し
い

し
つ
け
を
し
ま
し
よ
う
。

t

小
犬
を
望
ま
な
い
場
合
は
、
避
妊
手
術
を

受
け
さ
せ
ま
し
よ
う
。
生
命
は
尊
い
も
の
で

す
。
育
て
ら
れ
な
い
生
命
は
、
う
ま
せ
な
い

よ
う
に
し
て
あ
げ
よ
う
。

☆
　
犬
を
飼
う
場
合
は
、
登
録
（
生

涯
登
録
）
と
年
に
一
度
の
狂
犬
病

予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

登
録
・
予
防
注
射
は
、
獣
医
さ

ん
の
と
こ
ろ
で
、
い
つ
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
。

▼
登
録
手
数
料
　
３，

０
０
０
円

▼
予
防
注
射
　
　
２，

３
０
０
円

▼
注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円

実行しよう！

ビニール袋で

ふんを持ち帰る方法
q ふんの上にちり

紙を置きます。

w ビニール袋に手を
入れます。

e ふんをつかんで。

r ビニール袋を
裏返しにします。 問

合
せ
　
生
活
環
境
課

1

22
・
８
１
１
５※　取り上げたふんは、持ち帰りトイレで処分

してください。

犬
や
猫
を
飼
う
こ
と
で
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
一
部
の
心
な
い
飼
い
主
の
た
め
に
周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
揚
合
が

あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
道
路
や
公
園
で
犬
の
ふ
ん
を
踏
ん
で
し
ま
い
、
い
や
な
思
い
を
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
野
犬
に
吠
え
ら
れ
て
怖
い
思
い
を
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

で
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
犬
の
責
任
で
は
な
い
の
で
す
。
ペ
ッ
ト
と
地
域
の

い
い
関
係
を
考
え
、
み
ん
な
で
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。
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サラリーマンも公務員も

自営業の人も　学生も

サラリーマンの

奥さんも

国民年金
の加入者です

国
民
年
金
は
、
働
く
世
代
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
で
、

そ
の
時
代
の
高
齢
の
方
々
の
生
活
を
支
え
て
い
く
制
度
で
す
。

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
な
ど
も
、
ま
た
、
そ
の
奥
さ
ん

（
扶
養
さ
れ
て
い
る
）
も
加
入
者
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国民年金の加入者(被保険者）は、
次の３種類に分けられます。

保
険
料
を
納
め
る
と

税
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す

本
人
や
親
が
納
め
た
保
険
料
は
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
「
社
会

保
険
料
控
除
」
と
し
て
申
告
す
る
と

全
額
が
所
得
控
除
の
対
象
に
な
り
、
所

得
税
・
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

納
め
忘
れ
も
な
く

安
心
な
口
座
振
替
が
便
利
で
す

金
融
機
関
で
一
度
手
続
を
す
れ
ば
解

約
を
し
な
い
限
り
自
動
継
続
に
な
り
、

納
め
る
手
間
が
省
け
納
め
忘
れ
も
な
く

大
変
便
利
で
す
。

保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

学
生
や
失
業
・
営
業
不
振
な
ど
で
収

入
が
大
幅
に
減
少
し
、
生
活
す
る
の
に

精
一
杯
で
、
ど
う
し
て
も
保
険
料
が
納

め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
放
っ
て
お
か
ず

に
保
険
料
免
除
の
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
免
除
さ
れ
た
期
間
の
年
金
額

は
、
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
３
分
の

１
に
な
り
ま
す
が
、
将
来
、
満
額
の
年

金
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
経
済
的
に

余
裕
が
で
き
た
と
き
に
、
10
年
間
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

将来、年金は崩壊するなど、マスコミなど

で言われていますが、私の

年金は大丈夫でしょうか？

最近は、新聞紙上や雑誌

などで、「公的年金制度は高

度化を迎え崩壊し、将来、年金は受けとることができ

なくなる。」との論調が多く見受けられます。

確かに高齢化の問題は年金にとって大きな問題では

あります。しかし、高齢化社会が到来することはすで

にある程度予測済みで、過去において年金制度はそれ

に対応し、さまざまな改正をしてきました。

また、５年に一度はその予測を見直して、年金制度

の方向修正をする「財政再計算」が法律によって義務

づけられ、次は平成11年に行う予定です。

このように、年金制度が崩壊することのないよう、

国が責任をもって絶えず、制度の見直しをしているの

で、今後とも安定した制度運営が可能です。

学生も2 0歳以上になると国民年金に強制加

入とのことですが、学校を卒業すれば厚生年

金保険に加入するのですから、それからでもよいの

ではないですか？

平成３年４月からは、

それまで任意加入であ

った学生も、2 0歳になれば国

民年金に強制加入となりまし

た。これは次のようなことがあるからです。

◆2 0歳以後の学生である期間、国民年金に未加入で

いると、2 0歳～6 0歳の4 0年間に未加入期間ができ

て、老齢基礎年金が満額受けられないことになり

ます。

◆2 0歳以後の学生が未加入でいると、学生期間中の

傷病で障害になっても、障害基礎年金が受けられ

ないことになります。

こうしたことが起こらないように強制加入となっ

たのですが、学生は一般的に無収入ですから、保険

料は親が負担しなければなりません。そこで、親の

収入等が一定の基準を下回る場合には、申請によっ

て保険料は免除されることになっています。なお、

この学生である期間を未加入のまま過ごすと、卒業

後さかのぼって被保険者になっても、障害、遺族給

付が受けられないという不利益が生じかねません。

第
１
・
２
号
被
保
険
者
の
方

（
20
歳
に
な
っ
た
人
・
す
で
に
加
入
し
て
い
る
人
）

◆
20
歳
に
な
っ
た
と
き

《
加
入
届
を
》

◆
60
歳
前
に
会
社
を
や
め
た
と
き

《
第
１
号
被

保
険
者
の
届
け
出
を
》

◆
引
っ
越
し
た
と
き

《
住
所
等
変
更
届
を
》

◆
結
婚
や
減
収
で
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入

者
の
扶
養
に
な
っ
た
と
き

《
第
３
号
被
保
険

者
の
届
け
出
を
》

◆
会
社
に
勤
め
た
と
き

第
３
号
被
保
険
者
の
方

（
第
２
号
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

20
歳
か
ら
60
歳

未
満
）

◆
配
偶
者
が
転
職
し
た
（
会
社
が
変
わ
っ
た
）
と

き

《
種
別
確
認
の
た
め
届
け
出
を
》

◆
増
収
や
離
婚
で
、
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ

た
と
き

《
第
１
号
被
保
険
者
の
届
け
出
を
》

◆
会
社
に
勤
め
た
と
き

す
で
に
年
金
を

も
ら
っ
て
い
る
方

◆
住
所
や
支
払
金
融
機
関
を
変
え
る
と
き

◆
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
死
亡
し
た
と
き

※

届
け
出
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
年
金
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※

届
け
出
に
は
印
鑑
、
年
金
手
帳
の
ほ
か
に
添
付

書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く

確
認
の
う
え
、
国
民
年
金
の
窓
口
（
市
役
所
１

階
保
険
年
金
課
）
で
、
手
続
を
し
て
＜
だ
さ
い
。

問
合
せ

保
険
年
金
課
年
金
係

1

22
・
８
１
２
０

国国民民年年金金 ＆
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つ
る
が
消
費
者
生
活
展

テ
ー
マ
　
「
安
全
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

11
月
27
日
g

10
時
〜
16
時

28
日
a

10
時
〜
14
時

消
費
生
活
の
情
報
を
各
消
費
者
団
体
や

協
賛
団
体
が
、
各
種
展
示
を
通
し
て
提
供
し

ま
す
。

特
別
展

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
展
示
コ
ー
ナ
ー

来
年
４
月
１
日
か
ら
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
使
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
展
示
、
パ
ネ
ル
・
ビ
デ
オ

に
よ
り
そ
の
効
果
や
適
切
な
使
用
方
法
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
ル

11
月
28
日
a

12
時
〜
14
時

「
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
ま
だ
結

構
使
え
る
の
で
ゴ
ミ
に
出
す
に
は
も
っ
た
い
な

い
。」
と
い
う
よ
う
な
家
庭
用
品
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
品
物
を
、
無
償
で
出
品

し
て
い
た
だ
い
て
、
資
源
再
利
用
活
動
の
一

翼
を
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

希
望
者
に
安
価
で
販
売
し
、
売
上
は
、
善

意
銀
行
へ
寄
付
し
ま
す
。

【
出
品
物
の
受
付
（
搬
入
）】

11
月
27
日
g

10
時
〜
15
時

▼
品
物
の
種
類

衣
類
（
新
品
に
限
り
ま
す
。
た
だ
し
、
学

校
の
制
服
、
ジ
ー
ン
ズ
、
子
供
服
は
、
使
用

済
み
の
も
の
で
も
構
い
ま
せ
ん
。下
着
類
は
、

受
け
付
け
ま
せ
ん
）、
電
気
器
具
類
（
使
用

可
能
の
検
査
を
必
要
と
す
る
も
の
は
、
受
け

付
け
ま
せ
ん
）、
履
物
、
か
ば
ん
類
、
子
供

ベ
ビ
ー
用
品
、
日
用
・
台
所
用
品
、
レ
ジ

ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
家
具
類
な
ど
で

す
が
、
い
ず
れ
も
消
耗
や
汚
れ
の
ひ
ど
い
も

の
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
売
れ
残
っ
た
品
物

原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
衣

類
を
除
く
品
物
で
、
特
に
返
却
を
希
望
す
る
場

合
は
、
受
付
の
際
、
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
大
型
品
の
斡
旋
】

運
搬
に
人
手
が
多
く
必
要
な
大
型
の
家

具
、
美
術
品
な
ど
は
、
そ
の
品
物
の
写
真

（
カ
ラ
ー
2L
判
、
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
希
望
売
価
を
記
入
）
を
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
写
真
を
掲
示
し
て
紹
介
し
、

抽
選
に
よ
り
譲
る
相
手
を
決
定
、
斡
旋
し
ま

す
の
で
、
後
日
、
双
方
で
話
し
合
っ
て
く
だ

さ
い
。

抽
選
日
時
　
11
月
28
日
a

13
時

歯
周
病
は
、
歯
を
失
う
原
因
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
心
内
膜
炎
や
関
節
炎
と
い
っ
た
全
身
的

な
病
気
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

歯
周
病
に
限
ら
ず
歯
の
健
康
は
、
か
ら
だ
全

体
の
健
康
に
と
て
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。「
面
倒
く
さ
い
。」
と
放
っ
て
お
か
ず
に
、

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
で
、
定
期
的
に
歯
科

検
診
を
受
け
、
歯
の
健
康
を
保
て
る
よ
う
に
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
く
だ
さ
い

な
お
、
今
年
度
の
「
歯
ッ
ピ
ー
検
診
」
は
終

了
し
ま
し
た
が
、
来
年
度
も
引
き
続
き
実
施
す

る
予
定
で
す
。

そ
れ
ま
で
の
間
も
、
歯
の
健
康
に
関
す
る
ご

相
談
な
ど
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
歯
科
衛
生
士

が
応
じ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
お
口
は

歯ハ

ッ
ピ
ー
で
す
か
？

検診後は、口腔内カメラを使っ
て、自分の口の中を実際に観てい
ただき、歯科衛生士が歯のみがき
方など歯科保健指導を行いました。

「プローブ」という器具を使って「歯周ポ
ケット」と呼ばれる歯と歯ぐきの隙間の深さ
や出血の有無、歯石など正確に測定し、歯周
病の進行具合を調べる検査です。

と　き　11月27日G ・ 28日A

ところ　プラザ萬象 大･小ホール

「
ベ
タ
ー
ラ
イ
フ
IN
つ
る
が
」
で
は
、
い
ろ
ん
な
展
示
や
バ
ザ
ー
な
ど
を
開

催
し
ま
す
。「
つ
る
が
消
費
者
生
活
展
」
で
消
費
生
活
の
知
識
を
吸
収
し
、「
リ

サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
ル
」「
ク
リ
ー
ン
＆
リ
サ
イ
ク
ル
展
」
で
資
源
の
再
利
用
を
実

践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ク
リ
ー
ン
＆
リ
サ
イ
ク
ル
展

テ
ー
マ
「
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば
ご
み
」

11
月
27
日
g

10
時
〜
16
時

28
日
a

10
時
〜
12
時

【
小
学
生
に
よ
る
ご
み
に
関
す
る
壁
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
】

市
内
の
小
学
生
達
の
表
彰
式
（
11
月
27
日

g

９
時
45
分
）
と
作
品
展
示
を
行
い
ま
す
。

【
パ
ネ
ル
展
】

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
処
理
の
状
況
。

【
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
を
使
っ
た
小
箱
展
】

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
を
、
き
れ
い
な
美
術
小

箱
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
展
示
し
ま
す
。

（
ご
み
分
別
減
量
等
対
策
協
議
会
）

【
ご
み
の
中
か
ら
こ
ん
な
も
の
展
】

再
生
品
の
展
示
物
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま

す
。
希
望
者
は
、
開
催
期
間
中
に
備
え
付
け

の
申
込
券
を
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
者

が
、
複
数
の
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

当
選
者
は
、
抽
選
日
の
14
時
ま
で
に
受
け
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
日
時
　
11
月
28
日
a

12
時
30
分

問合せ 生活環境課
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※

当
日
は
、
駐
車
場
が
た
い
へ
ん
混
み
合
い
ま
す
で
、
み
な
さ
ん
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
会
場
周
辺
の
道
路
や
住
宅
地
内
へ
の
駐
車
を
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
11
年
度
か
ら
19
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
む
し
歯
や
歯
周
病

の
検
査
な
ど
、
歯
科
医
師
が
詳
し
く
検
診
を
す
る
「
歯
ッ
ピ
ー
検
診
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

10
月
４
日
現
在
、
330
人
の
方
の
お
口
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、
お
よ
そ
９
割
の
方
が

女
性
で
、
歯
の
健
康
へ
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

歯
周
病
は
、
30
歳
代
が
急
増
す
る
年
代
と
い
わ
れ
、
初
期
段
階
で
は
、
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が

な
く
、
知
ら
な
い
う
ち
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
検
診
を
受
け
る
こ
と
は
、
と
て
も

大
切
で
す
。

問合せ
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